
今
年
の
冬
は
、
寒
い
で
す
ね
。
一
昨
年
の
大
雪
も
困
っ
た
も
の

で
し
た
が
、
連
日
マ
イ
ナ
ス
10
度
前
後
っ
て
の
も
、
厳
し
い

も
の
で
す
。
そ
ん
な
冷
え
切
っ
た
体
と
心
を
温
め
て
く
れ
る
の
が

温
泉
。
今
回
は
、
数
あ
る
温
泉
施
設
の
中
か
ら
、
大
館
矢
立
ハ
イ

ツ
へ
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

大
館
矢
立
ハ
イ
ツ
は
、
昭
和
55
年
に
当
時
の
雇
用
促
進
事
業
団

(

現
雇
用
・
能
力
開
発
機
構)

が
設
置
し
、
現
在
は
、
市
の
勤

労
者
福
祉
事
業
団
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
国
道
７
号
沿
い
で
、

道
の
駅
も
併
設
さ
れ
、
「
気
軽
に
日
帰
り
入
浴
で
き
る

施
設
」
と
し
て
好
評
で
す
。
昨
年
12
月
29
日
か
ら

は
、
新
し
い
井
戸
か
ら
の
温
泉
と
な
り
ま
し
た
。

お
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
ば
か
り
で

旦
那
さ
ん
を
待
っ
て
い
る
戸
澤

澄
子
さ
ん(

鹿
角
市)

に
直
撃
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。「
ハ
イ
ツ
に
初
め
て
来
ま
し

た
。
今
日
は
お
得
な
バ
イ
キ
ン
グ
デ

ー
だ
と
言
う
の
で
、
来
て
み
た
ん
で

す
」
と
澄
子
さ
ん
。
「
和
食
が
と
っ

て
も
お
い
し
く
て
、
特
に
ブ
リ
大
根

が
良
か
っ
た
」
。
鹿
角
か
ら
は
、
高

速
を
利
用
し
て
30
分
ほ
ど
で
着
い
た

と
か
。

湯
気
を
上
げ
な
が
ら
現
れ
た
の
は
旦
那
さ
ん
の
正
英
さ
ん(

鹿
角
市)

。

「
上
が
っ
た
後
で
も
、
し
ば
ら
く
体
が
ポ
カ
ポ
カ
」。
正
英
さ
ん
は
、

ハ
イ
ツ
に
宿
泊
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
何
十
回
も
い
ら
し
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
以
前
の
お
湯
と
比
べ
る
と
、
格
段
に
体
が
温
ま
る
と
絶
賛
の

ご
様
子
。
澄
子
さ
ん
も
、
気
に
入
っ
た
み
た
い
で
す
。
ど

う
ぞ
、
ま
た
お
越
し
く
だ
さ
い
。

翌
日
に
民
謡
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
る
と

聞
き
、
連
日
の
「
あ
っ
て
グ
ッ
ド
」

を
敢
行
。
80
畳
の
大
広
間
に
は
人
、

人
、
人
。
町
内
の
仲
間
と
一
緒
に

い
ら
し
て
い
た
の
が
、
三
浦
桂
子

さ
ん(

北
秋
田
市)

、
小
林
清
三
さ

ん(

大
柳)

、
三
浦
義
雄
さ
ん(

伊

勢
堂
下)

、
山
田
久
美
子
さ
ん

(

本
郷
２)

、
三
浦
明
美
さ
ん(

伊

勢
堂
下)

、
三
浦
幸
雄
さ
ん(

北

秋
田
市)

、
三
浦
欽
一
さ
ん(

伊

勢
堂
下)

の
グ
ル
ー
プ
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
は
、
料
理
や
飲
み
物
が

あ
っ
て
、
に
ぎ
や
か
に
談
笑
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
、
流
れ
出
る
汗
を

ふ
き
な
が
ら
お
答
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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☆今回訪ねたのは 

Ｈ20.1.13・14取材

　「矢立ハイツ」 

☆ ☆ 

左から戸澤澄子
さんと
戸澤正英さん。

左から、三浦桂子さん、小林清三さん、三浦義雄さん、
山田久美子さん、三浦明美さん、三浦幸雄さん、三浦欽一さん。


